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31)  齋藤 滋．産婦人科医療と産婦人科医のキャリアパス．第 3 回特別枠学生ガイダンス；2014 Oct 15；富山． 
32)  齋藤 滋．母体死亡例から学ぶ医療安全．富山県産婦人科医会学術講演会；2014 Oct 16；富山． 
33)  齋藤 滋．免疫からみた妊娠高血圧症候群発症機序．第 37 回日本高血圧学会；2014 Oct 19；横浜．（招待講演） 
34)  齋藤 滋．女性医学のために漢方にできること．第 29 回日本女性医学学会；2014 Nov 1；東京．（招待講演） 
35)  齋藤 滋．HTLV-I スクリーニングの現状とその課題．平成 26 年度 HTLV-I 研修会；2014 Nov 19；徳島．（招待講演） 
36)  齋藤 滋．不育症の実態 リスク因子のスクリーニングならびに治療法 カウンセリングについて．平成 26 年度不育
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症支援者研修会第 1 回；2014 Nov 22；静岡．（招待講演） 
37)  齋藤 滋．不育症の実態 リスク因子のスクリーニングならびに治療法 カウンセリングについて．平成 26 年度不育
症支援者研修会第 2 回；2014 Nov 23；沼津．（招待講演） 
38)  齋藤 滋．不育症の基礎知識～不育の現状と課題～．母子保健指導者対象セミナー；2014 Nov 27；京都．（招待講
演） 
39)  齋藤 滋．妊婦に対する HTLV-1 抗体スクリーニング検査の意義と目的．平成 26 年度 HTLV-1 母子感染予防講習会；
2014 Dec 14；東京． 
40)  齋藤 滋．富山県における協議会設置の経緯と現状．平成 26 年度 HTLV-1 母子感染予防講習会；2014 Dec 14；東京． 
41)  齋藤 滋．免疫から見た妊娠維持機構とその破綻．Expert Interactions in Clinical Intelligence(EICI)；2014 Dec 20；大
阪．（招待講演） 
42)  齋藤 滋．不育症の実態,リスク因子のスクリーニングならびに治療法 カウンセリングについて．不育症・不妊症
セミナー；2014 Dec 25；大阪.（招待講演） 
43)  吉野 修，秋山育美，大須賀穣，甲賀かをり，原田美由紀，齋藤 滋，藤井知行．ヒト顆粒膜細胞から産生される
Growth differentiation factor (GDF)-3 は bone morphogenetic protein (BMP)サイトカインにより誘導され BMP によるＬ
Ｈ受容体発現低下をキャンセルする．第 66 回日本産科婦人科学会学術講演会；2014 Apr 18-20；東京． 
44)  吉野 修．野本かおり，秋山育美，齋藤 滋．子宮内膜症におけるニコチン性α7 受容体発現とその作用に関する
検討．平成 25 年度喫煙科学研究財団研究発表会；2014 Jul 15；東京． 
45)  吉野 修，能瀬さやか，副田 翔，西井 修，河村寿宏，齋藤 滋．40 歳以上の初回 IVF-ET 症例における血中
anti-Müllerian hormone (AMH)の意義に関する検討．第 62 回北日本産科婦人科学会 総会・学術講演会；2014 Sep 28；
石川． 
46)  吉野 修．研究の視点からみた産婦人科疾患．順天堂大学産婦人科研究会；2014 Dec 2；東京．（招待講演） 
47)  吉野 修．研究の視点からみた子宮内膜症．福井産科婦人科学術講演会；2014 Dec 4；福井．（招待講演） 
48)  塩﨑有宏，米田 哲，伊東雅美，鮫島 梓，福田香織，稲田貢三子，米澤理可，米田徳子，齋藤 滋．切迫早産 早
産例では腟内細菌叢ではなく腸内細菌叢が異なる．第 66 回日本産科婦人科学会学術講演会；2014 Apr 18-20；東京． 
49)  塩﨑有宏，米田 哲，草開 妙，伊東雅美，伊藤実香，米田徳子，齋藤 滋，飯塚 崇，吉本英夫．妊娠 18 週で流
動する高輝度腸管像より胎児腸石症が疑われた 1 症例．日本超音波学会第 87 回学術集会；2014 May 9-11；横浜． 
50)  塩﨑有宏，草開 妙，鮫島 梓，伊藤実香，米田徳子，米田 哲，齋藤 滋，鈴木俊治，成瀬勝彦，小林 浩．胎
児性別と母体 BMI が Th1 優位型の妊娠高血圧腎症の発症に及ぼす影響．第 50 回日本周産期・新生児医学会学術集
会；2014 Jul 13-15；千葉． 
51)  塩﨑有宏，齋藤 滋．細菌性腟症と早産－腟内細菌叢ならびに腸内細菌叢との関連性について．シンポジウム「次
世代の女性医学の発展を見据えて」．第 29 回日本女性医学会学術集会；2014 Nov 1-2；東京． 
52)  塩﨑有宏，齋藤 滋．妊娠高血圧症候群の発症予防戦略構築にむけて－産科学と疫学と免疫学の融合－．妊娠高血
圧症候群に関連するシンポジウム．第 29 回日本生殖免疫学会学術集会；2014 Dec 11-12；東京． 
53)  米田 哲，米田徳子，伊藤実香，伊東雅美，草開 妙，塩﨑有宏，齋藤 滋．切迫早産例に対する抗菌薬の効果に
関した検討．母子医療研究会；2014 Feb 5；富山． 
54)  米田 哲．早産の病態解明と新たな治療戦略．第 66 回日本産科婦人科学会学術講演会 シンポジウム；2014 Apr 
18-20；東京． 
55)  米田 哲．ギネジョの底力 ギネメンの胆力．第 66 回日本産科婦人科学会学術講演会 理事長推薦企画；2014 Apr 
18-20；東京． 
56)  米田 哲，米田徳子，小野洋輔，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．超低出生体重児（自然早産）ほど羊水中ウレア
プラズマ・マイコプラズマ陽性率が有意に高い．第 42 回北陸産科婦人科学会；2014 Jun 1；福井． 
57)  米田 哲，米田徳子，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．小さければ小さい早産児ほど（超低出生体重児ほど）羊水
中ウレアプラズマ・マイコプラズマ陽性率が有意に高い．第 2 回賢英フォーラム；2014 Jun 7；千葉． 
58)  米田 哲，米田徳子，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．羊水中病原微生物陰性である未破水切迫早産例に対する抗
菌薬投与（静注）は かえって妊娠期間を短縮させている？．第 2 回賢英フォーラム；2014 Jun 7；千葉． 
59)  米田 哲，米田徳子，副田 翔，小野洋輔，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．Long-term tocolysis の Pit Hole －羊水
中病原微生物陰性の切迫早産例に対する抗菌薬投与はかえって妊娠期間を短縮する－．第 62 回北日本産科婦人科学
会 総会･学術講演会．優秀演題賞；2014 Sep 28；金沢． 
60)  米田 哲．多様なキャリアアップと大切なライフ～私は，なぜ大学病院で勤務しているのか～．富山県医師会企画；
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2014 Oct 8；富山． 
61)  島 友子，稲田貢三子，中島彰俊，吉野 修，齋藤 滋．精漿によるプライミングは抑制性樹状細胞を誘導しトレ
ランスを確立し妊娠成立に関与する．第 66 回日本産科婦人科学会学術講演会 ミニワークショップ；2014 Apr 18-20；
東京． 
62)  島 友子，小野洋輔，副田 翔，小林 睦，安田一平，福田香織，吉野 修，齋藤 滋．腟壁に進展穿破した直腸
原発 GIST の一例．第 42 回北陸産科婦人科学会；2014 Jun 1；福井． 
63)  島 友子，稲坂 淳，副田 翔，小野洋輔，竹村京子，吉野 修，齋藤 滋．多発脳梗塞を契機に診断された腹膜
原発漿液性腺癌によると考えられる Trousseau 症候群の一例．第 24 回日本産婦人科・新生児血液学会学術集会；2014 
Jun 13-14；神奈川． 
64)  島 友子，福田香織，伊東雅美，竹村京子，青木藍子，伊藤実香，吉野 修，齋藤 滋．当科における延命および
緩和目的放射線療法症例の検討．平成 26 年度 第 3 回富山県産科婦人科学会例会特別講演会；2014 Oct 8；富山． 
65)  米田徳子，米田 哲，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋，上野智浩，仁井見英樹，北島 勲．羊水中病原微生物の迅
速同定法をもちいた産科診療システム構築と臨床応用．富山大学学際交流会学長奨励賞受賞；2014 Mar 10；富山． 
66)  米田徳子，米田 哲，伊東雅美，福田香織，米澤理可，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．切迫早産における Amniotic 
fluid sludge は子宮内感染 早産予知マーカーになり得るか？．第 66 回日本産科婦人科学会学術講演会．優秀演題賞
受賞；2014 Apr 18-20；東京． 
67)  米田徳子，米田 哲，伊東雅美，福田香織，米澤理可，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．切迫早産における Amniotic 
fluid sludge の臨床的意義．第 87 回日本超音波医学会学術集会；2014 May 10；横浜． 
68)  米田徳子，米田 哲，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．出生体重 1500g 未満の自然早産児では Ureaplasma/Mycoplasma
属の子宮内感染が高率である．第 50 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2014 Jul 15；千葉． 
69)  米田徳子，米田 哲，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．妊娠 20 週以前に重症妊娠高血圧腎症様症状を呈した部分胞
状奇胎合併妊娠 2 症例と腎不全を呈した間葉性異形成胎盤症例．第 35 回日本妊娠高血圧学会.学術奨励賞受賞講演；
2014 Sep 18-20；東京． 
70)  米田徳子，米田 哲，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．シンポジウム 仮説“胎盤が考える”を検証する 絨毛膜羊
膜炎を引き起こす子宮内病原微生物の迅速高感度検出システムと早産の治療戦略．第 22 回日本胎盤学会；2014 Oct 
3-4；京都． 
71)  米田徳子．ワーク（医師）とライフ（育児，家事ときどき趣味）のパラレルキャリアを磨く．座談会；2014 Oct 8；
富山． 
72)  伊藤実香，塩﨑有宏，伊東雅美，鮫島 梓，福田香織，稲田貢三子，米澤理可，米田徳子，米田 哲，齋藤 滋．
日産婦周産期登録データベースを利用した単胎および双胎妊娠における妊娠高血圧 妊娠高血圧腎症発症オッズ比
予測式の作成．第 66 回日本産科婦人科学会学術講演会；2014 Apr 18-20；東京． 
73)  伊藤実香，福田香織，塩﨑有広，米田徳子，米田 哲，齋藤 滋．胎盤病理検査で判明した結核合併妊娠の一例．
第 50 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2014 Jul 13-15；千葉． 
74)  伊藤実香，副田 翔，米田 哲，小野洋輔，米田徳子，塩﨑有宏，齋藤 滋．夫リンパ球免疫療法によると考えら
れる新生児同種免疫性血小板紫斑病の一例．第 29 回日本生殖免疫学会学術集会；2014 Dec 12-13；東京． 
75)  川口美保子，米田徳子，伊東雅美，小野洋輔，伊藤実香，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．妊娠経過中に発症した
深部静脈血栓症を契機に診断された先天性アンチトロンビン欠損症の 1 例．第 62 回北日本産科婦人科学会 総会・
学術講演会；2014 Sep 27-28；金沢． 
76)  稲坂 淳，米田徳子，小野洋輔，副田 翔，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．切迫早産症例と Amniotic fluid sludge
の関連について．第 28 回北陸周産期・新生児研究会；2014 Oct 19；金沢． 
77)  福田香織，米田徳子，伊東雅美，草開 妙，伊藤実香，米田 哲，塩﨑有宏，小浦 詩，堀川慎二郎，牧本優美，吉
田丈俊，齋藤 滋．Autopsy imaging により早期新生児死亡後 Cerebro-costo-mandibular syndrome と判明した一例．第
50 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2014 Jul 13-15；千葉． 
78)  鮫島 梓，和田 努，澤川香苗，森田真裕子，米澤理可，恒枝宏史，笹岡利安，齋藤 滋．エストロゲン投与した
閉経肥満モデルマウスの耐糖能異常 うつ・不安の改善効果．第 57 回日本糖尿病学会年次学術集会；2014 May 22-24；
大阪． 
79)  鮫島 梓，米澤理可，齋藤真実，齋藤 滋．NK 活性高値の不育症症例における漢方療法の効果と気血水スコアの関
連．第 34 回産婦人科漢方研究会学術集会；2014 Sep 7；青森． 
80)  小野洋輔，吉野 修，副田 翔，竹 京子，島 友子，齋藤 滋．当科における子宮鏡術前ディナゲスト投与の効
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果．第 8 回富山県子宮内膜症セミナー；2014 Feb 17；富山． 
81)  小野洋輔，川口美保子，草開 妙，伊東雅美，伊藤実香，米田徳子，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．妊娠 35 週に
感染性心内膜炎により心不全を併発した一例．平成 26 年度富山県産科婦人科学会 第 3 回例会・特別講演会；2014 Mar 
1；富山． 
82)  小野洋輔，島 友子，副田 翔，津田さやか，吉野 修，齋藤 滋．当科におけるシスプラチン脱感作療法の検討．
第 56 回日本婦人科腫瘍学会；2014 Jul 17；栃木． 
83)  竹村京子，吉野 修，副田 翔，小野洋輔，島 友子，鳴戸規人，三輪重治，齋藤 滋．子宮腺筋症からの発生が
示唆された子宮体部粘液性腺癌の 1 例．JSAWI 第 15 回シンポジウム；2014 Sep 5-6；兵庫． 
84)  竹村京子，川﨑裕香子，福田香織，牧本優美，平野勝久，廣川慎一郎，吉田丈俊，齋藤 滋．胃穿孔を合併した先
天性横隔膜ヘルニアの 1 例．第 28 回北陸周産期・新生児研究会；2014 Oct 19；金沢．  
85)  竹村京子，川﨑裕香子，福田香織，牧本優美，平野勝久，廣川慎一郎，吉田丈俊，齋藤 滋．胃穿孔を合併した先
天性横隔膜ヘルニアの 1 例．第 59 回日本未熟児新生児学会・学術集会；2014 Nov 10-12；松山． 
86)  草開 妙，塩﨑有宏，伊藤実香，米田 哲，竹村京子，米澤理可，米田徳子，伊東雅美，津田さやか，福田香織，
齋藤 滋，川﨑裕香子，牧本優美，吉田丈俊．アンギオテンシンⅡ受容体拮抗薬内服により羊水過少となるも異な
る転帰を呈した 2 症例の検討．第 24 回腎と妊娠研究会；2014 Mar 1；埼玉． 
87)  草開 妙，伊藤実香，米田 哲，伊東雅美，福田香織，米田徳子，塩﨑有宏，齋藤 滋，川﨑裕香子，牧本優美，
吉田丈俊．Congenital pulmonary airway malformation (CPAM)に対して経母体ステロイド投与を行った 1 例．第 50 回
日本周産期・新生児医学会学術集会；2014 Jul 14；千葉． 
88)  副田 翔，島 友子，小野洋輔，竹村京子，吉野 修，齋藤 滋．手術時に大量出血をきたした血管内発育子宮筋
腫の一例．平成 25 年度富山県産科婦人科学会 第 5 回例会・特別講演会；2014 Mar 20；富山． 
89)  副田 翔，米田 哲，齋藤 滋．当院における最新管理方針に基いた頸管無力症の一例．第 1 回北信越婦人科研究
会；2014 Jul 5-6；石川． 
90)  副田 翔，米田 哲，米田徳子，小野洋輔，伊藤実香，塩﨑有宏，齋藤 滋．Nugent Score 中間群（4～6 点）にお
いても早産リスクが高い．第 62 回北日本産科婦人科学会 総会・学術講演会；2014 Sep 27-28；金沢． 
91)  小林 睦，福田香織，安田一平，島 友子，吉野 修，齋藤 滋．悪性腫瘍との鑑別を要した骨盤内放線菌症の 3
例．第 62 回北日本産科婦人科学会 総会・学術講演会；2014 Sep 27-28；金沢． 
92)  安田一平，吉野 修，小林 睦，福田香織，島 友子，齋藤 滋．不育症における子宮筋腫の cine MRI による評価．
第 62 回北日本産科婦人科学会 総会・学術講演会；2014 Sep 27-28；金沢． 
93)  中林 靖，中島彰俊，島 友子，首里英治，竹内沢子，竹田善治，中山摂子，坂元秀樹，安達知子，岡井 崇，中
林正雄，齋藤 滋．母子接点の場である脱落膜からみた卵子提供妊娠における妊娠高血圧腎症発症機序の検討；第
66 回日本産科婦人科学会学術集会；2014 Apr 18-20；東京． 
 
◆ その他 
1)  Saito S, Robillard PY. Editorial. Special Issue - The Pathophisiology of Preeclampsia. J Reprod Immunol. 2014; 69: 101-2. 
2)  齋藤 滋．妊婦のインフルエンザ予防について．富山県不妊専門相談センター・富山県女性健康相談センター おた
より通信．2014 Jan：5． 
3)  齋藤 滋．日本産婦人科医会学術集会特集号 産科医・小児科医・助産師・保健師でサポートする HTLV-I 母子感染
対策．日本産婦人科医会報．2014 Feb；66(2)：10-1． 
4)  齋藤 滋．体とこころの通信簿．早産．おなかに張りを感じたら安静に．朝日新聞（夕刊）．2014 Mar 31：9． 
5)  齋藤 滋．不育症認知度低い．信濃毎日新聞．2014 Apr 28：31． 
6)  齋藤 滋．授乳婦への抗インフルエンザウイルス薬の処方について教えてください．インフルエンザ．2014；15(2)：
26． 
7)  齋藤 滋，釈永清志，木本久子．新しくなった手術室．富山大学附属病院だより．2014；126：1-2． 
8)  和田和子，左合治彦，齋藤 滋．シンポジウム 2「周産期医療に関わる倫理～症例に学ぶ～」座長まとめ．日本周
産期・新生児医学会雑誌．2014；50(1)：14． 
9)  齋藤 滋．婦人科がん化学療法における食欲不振に六君子湯が効果発揮（監修）．がんサポート．2014；133(4)：46-9． 
10)  齋藤 滋，塩﨑有宏．腸内細菌と婦人科疾患－細菌性腟症や流・早産との関連．医学のあゆみ．2014；251(1)：129-34． 
11)  小西郁生，江川美保，古山将康，齋藤 滋．座談会 女性のためのよりよい医療を考える．漢方医学．2014；38(3)：
148-60． 
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12) 齋藤 滋．12. 流産を繰り返す（不育症）「女と男のディクショナリー」．日本産科婦人科学会．2014：85．




15) 吉野 修，齋藤 滋．海外文献から－不妊治療既往女性における 心血管イベント発症リスクの長期的観察．産婦人
科の実際．2014；63(1)：120．
16) 吉野 修，齋藤 滋．海外文献から－妊娠中のナッツ消費と児のピーナッツもしくはナッツアレルギーに関する研
究．産婦人科の実際．2014；63(4)：568．
17) 吉野 修，齋藤 滋．子宮因子による不妊．産婦人科の実際．2014；63(11)：1535-9．
18) 塩﨑有宏，齋藤 滋．海外文献から－遺伝子と環境の相互作用によって悪化した早産は ラパマイシンとプロゲステ
ロンの組み合わせ治療により予防できる．産婦人科の実際．2014；63(1)：120．
19) 米田 哲, 齋藤 滋．海外文献から－早産歴のある単胎妊婦の頸管長短縮例に対する経腟的黄体ホルモン療法と子
宮頸管縫縮術の治療効果を比較検討．産婦人科の実際．2014；63(2)：248．
20) 島 友子，齋藤 滋．海外文献から－ホルモンレセプター発現と卵巣癌生存 卵巣腫瘍組織解析による共同研究．
産婦人科の実際．2014；63(2)：248．
21) 米田徳子，齋藤 滋．海外文献から－ウレアプラズマ子宮内感染アカゲザルモデルにおいて 母体 azithromycin 治療
は早産を予防し胎児肺損傷を減少させる．産婦人科の実際．2014；63(3)：472．
22) 米田徳子．エイズ・性感染症健康教育 いのちと性．富山歯科総合学院；2014 Mar 4；富山．
23) 米田徳子．エイズ・性感染症健康教育 いのちと性．北陸ビジネス福祉専門学校；2014 Jun 10；富山．
24) 米田徳子．エイズ・性感染症健康教育 いのちと性．富山国際大学附属高等学校；2014 Jun 27；富山．
25) 米田徳子．エイズ・性感染症健康教育 いのちと性．不二越工業高等学校；2014 Jul 4；富山．
26) 伊藤実香，齋藤滋．海外文献から－正期産における母体血中の炎症マーカーと分娩進行．産婦人科の実際．2014；
63(3)：472．
27) 福田香織，米田 哲，齋藤 滋．海外文献から－ウレアプラズマ感染の早産児における気管支肺異形性の予防に対
するアジスロマイシン投与．産婦人科の実際．2014；63(5)：692．
28) 福田香織．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山クリエイティブ専門学校；2014 Jul 7；富山．
29) 鮫島 梓，齋藤 滋．海外文献から－PCOS では脂肪組織における CD11c の発現と crown-like structures が増加し 肥
満とは関係なく腹部脂肪が増加している．産婦人科の実際．2014；63(4)：568．
30) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立八尾中学校；2014 Jan 31；富山．
31) 鮫島 梓．更年期とのつきあい方～漢方薬を中心に～．上市町保健センター 健康教室；2014 Feb 21；富山．
32) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山高等専門学校；2014 Jul 2；富山．
33) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山県立富山東高等学校；2014 Jul 10；富山．
34) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立水橋中学校；2014 Sep 24；富山．
35) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立水橋中学校；2014 Nov 12；富山．
36) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．龍谷富山高等学校；2014 Oct 17；富山．
37) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立西部中学校；2014 Nov 14；富山．
38) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立和合中学校；2014 Nov 20；富山．
39) 鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立山田中学校；2014 Dec 2；富山．
40) 津田さやか，齋藤 滋．海外文献から－過多月経に対するレボノルゲストレル放出子宮内避妊システムと通常の薬
物治療の検討．産婦人科の実際．2014；63(5)：692．
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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